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明けましておめでとう
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今
年
の
夢

●
巳
年
に
相
応
し
く
、

脱
皮
し
て
会
員
倍
増

●
年
金
・
医
療
・
介
護
制
度
改
悪

を
断
じ
て
許
さ
な
い

●
東
京
清
掃
の
闘
い
が
前
進
し
、

各
区
で
新
規
採
用
を
獲
得

●
非
正
規
労
働
の
規
制
成
立
と
全

て
の
労
働
争
議
の
勝
利
的
解
決

●
脱
原
発
、
核
廃
絶
と
平
和
実
現

　

今
年
も
、「
現
・
退
一
致
」
の
取

組
み
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
を

実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

雪の新宿御苑

穂高神社にて／清友会親睦旅行記念撮影
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
皆
様
に
と
り
良

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
末
は
、
東
日
本
大

震
災
後
初
め
て
の
国
政
レ
ベ
ル
の

衆
議
院
選
挙
と
東
京
都
知
事
選
挙

が
暮
の
大
変
気
ぜ
わ
し
い
中
で
行

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

御
座
い
ま
す
。

　

退
職
者
会
会
員
の
皆
様
そ
し
て

ご
家
族
の
皆
様
が
、
笑
顔
で
新
年

を
迎
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
脱
原
発
集
会
や
賃

金
確
定
闘
争
な
ど
、
東
京
清
掃
の

わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
政
権
与
党

民
主
党
の
惨
敗
、
自
民
党
の
圧
勝
。

都
知
事
選
は
、
石
原
都
政
を
継
承

す
る
と
し
た
猪
瀬
候
補
の
大
勝
と

い
う
私
達
に
と
っ
て
厳
し
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　

被
災
地
復
興
、
原
発
政
策
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題
、
消
費
税
率
引
上
げ
、

憲
法
９
条
問
題
、
高
齢
者
医
療
・

介
護
・
福
祉
・
年
金
な
ど
極
め
て

重
要
な
課
題
が
あ
る
中
で
、
12
の

政
党
が
乱
立
す
る
と
い
う
未
だ
か

つ
て
な
い
選
挙
戦
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
よ
り
一
層
政
治
の

動
向
を
注
視
し
、
平
和
を
脅
か
す

政
治
の
右
傾
化
を
許
さ
ず
、
脱
原

発
社
会
の
実
現
、
安
心
し
て
暮
せ

る
社
会
へ
向
け
て
非
正
規
雇
用
を

無
く
す
と
と
も
に
、
医
療
・
介
護

制
度
の
充
実
な
ど
を
望
み
た
い
も

の
で
す
。「
税
と
社
会
保
障
の
一
体

改
革
」
か
ら
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

　

私
達
、
退
職
者
も
東
京
清
掃
本

部
の
一
支
部
的
意
識
を
も
ち
、
現

職
と
と
も
に
諸
々
の
運
動
に
参
加

で
き
る
組
織
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
総
会
で
決
め
ら
れ
た
方
針

に
沿
っ
て
、
こ
れ
ま
で
、
メ
ー
デ
ー

や
脱
原
発
等
の
集
会
に
も
参
加
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
学
習
会
も
懇

親
会
も
好
評
で
す
。
二
泊
三
日
の

旅
行
も
大
成
功
で
し
た
。
ハ
イ
キ

ン
グ
な
ど
引
き
続
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
昔
、
苦
労
し
た
仲
間

と
旧
交
を
暖
め
る
良
い
機
会
で
す
。

　

幹
事
一
同
、
会
の
取
組
み
の
先

頭
に
立
っ
て
行
動
い
た
し
ま
す
の

で
、
な
お
一
層
ご
協
力
下
さ
い
。

運
動
に
激
励
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　

３･

11
東
日
本
大
震
災
以
降
初
の

国
政
選
挙
と
な
っ
た
衆
議
院
解
散

総
選
挙
は
、
憲
法
９
条
改
正
「
自

衛
隊
を
国
防
軍
と
位
置
付
け
る
」

自
民
党
が
単
独
過
半
数
を
確
保
し

圧
勝
し
ま
し
た
。「
自
主
憲
法
制
定
」

を
掲
げ
る
日
本
維
新
の
会
を
あ
わ

せ
る
と
、
３
分
の
２
を
越
え
る
議

席
を
獲
得
し
ま
し
た
。
憲
法
改
悪

は
、
絶
対
に
止
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

職
場
で
は
、
退
職
金
の
大
幅
な

引
き
下
げ
が
重
大
な
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
東
京
都
は
、
都
労
連

が
昨
年
の
賃
金
確
定
闘
争
で
最
高

支
給
率
を
35
年
勤
続
で
45
月
に
す

る
こ
と
を
妥
結
し
ま
し
た
。
国
と

都
の
削
減
内
容
を
受
け
て
、
新
年

早
々
、
大
幅
な
生
活
設
計
の
見
直

し
を
迫
ら
れ
る
退
職
金
引
き
下
げ

反
対
の
闘
い
を
展
開
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
支
給
開
始
年
齢
の

延
長
に
よ
る
、
年
金
と
雇
用
の
接

続
に
つ
い
て
、
再
任
用
賃
金
水
準

と
働
き
続
け
ら
れ
る
職
の
確
保
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、「
平
和
・

憲
法
」「
原
発
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
」「
医
療
・
福
祉
」「
教
育
・

子
育
て
」「
雇
用
・
貧
困
対
策
」
な

ど
多
く
の
課
題
に
、
人
の
「
生
命
」

を
大
事
に
す
る
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
環
境
を
作
る
た
め
、
社
会

的
課
題
を
と
も
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

安
心
し
て
暮
せ
る

　
　

賃
金
と
社
会
に

東
京
清
掃
労
働
組
合

　
　

中
央
執
行
委
員
長　

吉　

田　
　

壽

東
京
清
掃
労
働
組
合
退
職
者
会

　
　
　
　

会　

長　
　
　

北　
條　

信　
治

仲
間
を
増
や
し
、「
現
・

退
一
致
」
で
闘
い
前
進
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自
治
体
退
職
者
会
（
自
治
退
）

東
京
都
本
部
は
、
41
単
会
（
都
庁

部
会
８
・
区
部
会
13
・
市
町
村
部

会
20
単
会
）、
１
万
１
千
名
で
構
成

主
人
公
の
社
会
建
設
、
④
25
万
自

治
退
を
目
指
し
て
組
織
の
拡
充
を

図
り
、
関
係
組
織
と
の
連
携
を
強

め
る
こ
と
な
ど
で
す
。

者
医
療
制
度
廃
止
、
③
介
護
保
険

制
度
改
善
、
④
税
制
改
善
、
⑤
平

和
と
人
権
、
環
境
を
守
る
取
組
み
、

⑥
組
織
強
化
と
財
政
確
立
、
⑦
福

利
厚
生
事
業
や
学
習
会
等
の
取
組

み
で
す
。

　

代
議
員
か
ら
、
衆
院
選
挙
・
都

知
事
選
等
の
取
組
み
や
10
周
年
事

業
予
算
等
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

活
発
に
意
見
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
掃
退
職
者
会
も
５
年
後
の
再

建
10
周
年
に
は
記
念
事
業
を
行
う

方
向
で
検
討
を
始
め
ま
し
た
。
都

庁
退
の
記
念
事
業
の
企
画
と
財
政

は
参
考
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宣
言
を
採
択
し
た
後
、
庄
司
常
任

幹
事
が
閉
会
の
挨
拶
。「
確
認
さ
れ

た
活
動
方
針
を
確
実
に
実
施
し
て

い
き
た
い
。
迷
走
す
る
民
主
党
政

権
に
よ
り
先
の
見
え
な
い
政
治
惰

勢
の
中
で
、
年
金
・
医
療
制
度
・

介
護
保
険
制
度
問
題
な
ど
山
積
す

る
課
題
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

に
あ
る
。
東
日
木
大
震
災
の
早
期

復
旧
・
復
興
や
反
原
発
の
闘
い
な

ど
、
都
本
部
役
員
は
全
力
を
あ
げ

て
先
頭
に
立
っ
て
闘
う
」
と
の
力

強
い
決
意
表
明
を
全
員
で
確
認
し
、

会
長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

を
三
唱
、
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

自
治
退
都
本
部
定
期
総
会

都
庁
退
定
期
総
会

自
治
体
退
職
者
会
結
成
40
周
年

　

都
庁
職
員
退
職
者
連
合
会（
都

庁
退
）
は
、
建
設
局
、
福
祉
保

健
局
、
主
税
局
、
労
働
、
都
市

整
備
環
境
、
中
央
市
場
、
病
院
、

東
京
清
掃
の
退
職
者
組
織
８
単

　

結
成
40
周
年
を
迎
え
た
全
日
本

自
治
体
退
職
者
会
（
自
治
退
）
の

第
41
回
定
期
総
会
が
11
月
６
日
、

大
阪
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東

京
か
ら
傍
聴
含
め
て
35
名
、
庄
司

事
務
局
長
が
代
議
員
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
全
体
の
構
成
員
は
傍

聴
を
含
め
て
462
名
で
し
た
。

　

福
田
会
長
は
主
催
者
を
代
表

し
、
①
自
治
退
は
72
年
に
大
阪
で

結
成
総
会
を
開
い
た
。
そ
の
大
阪

で
第
41
回
定
期
総
会
と
結
成
40

周
年
式
典
が
開
か
れ
る
こ
と
は
大

変
喜
ば
し
い
。
②
72
年
に
会
員
数

１
万
２
千
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

25
万
自
治
退
建
設
を
目
標
に
取
組

み
を
進
め
、
各
県
本
部
・
各
単
会

の
会
員
拡
大
の
努
力
に
よ
り
24
万

を
超
え
25
万
は
射
程
内
と
な
っ
た
。

引
き
続
き
25
万
名
実
現
へ
向
け
て

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
③
政
治

情
勢
は
混
迷
し
て
い
る
が
、
政
策

要
求
実
現
に
向
け
て
退
職
者
連
合
、

地
公
退
、
自
治
労
本
部
と
共
に
現
・

退
一
致
で
運
動
を
進
め
て
い
く
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

13
年
度
の
運
動
の
柱
は
、
①
高

齢
者
福
祉
・
社
会
保
障
の
充
実
、

②
公
正
な
税
制
の
確
立
、
③
平
和

と
人
権
を
守

り
、
市
民
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
10
月
26
日
、

第
23
回
定
期
総
会
が
都
庁
職
会

議
室
で
開
催
さ
れ
、
代
議
員
と

し
て
北
條
会
長
と
小
林
事
務
局

次
長
、
役
員
と
し
て
庄
司
事
務

局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

経
過
報
告
、
会
計
報
告
、
活

動
方
針
、
会
計
予
算
は
い
ず
れ

も
満
場
一
致
確
認
さ
れ
、
総
会

会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
10

回
定
期
総
会
が
11
月
５
日
、
都
庁

職
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
代
議
員

と
し
て
北
條
会
長
、
柳
副
会
長
、

吉
田
幹
事
、
幹
事
と
し
て
庄
司
事

務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

決
定
し
た
活
動
方
針
の
柱
は
、

①
年
金
制
度
改
善
、
②
後
期
高
齢

安心・安全の社会を
めざし闘う方針確立

　

特
別
決
議
と
し

て
、
①
オ
ス
プ
レ
イ

配
備
に
反
対
す
る
決

議
（
九
州
地
連
提

案
）、
②
橋
下
大
阪

市
長
の
労
働
組
合
破

壊
攻
撃
・
反
動
政
治

に
反
撃
す
る
決
議

（
大
阪
府
本
部
提
案
）

を
満
場
一
致
確
認
し

ま
し
た
。

　

役
員
は
、
福
田
会

長
（
横
浜
）、
川
端

事
務
局
長
（
東
京
）

は
留
任
、
事
務
局
次

長
に
中
西
さ
ん
（
東

京
・
福
祉
保
健
局
）、

会
計
は
長
年
担
わ
れ
た
金
井
さ
ん

が
退
任
し
、
現
事
務
局
次
長
の
黒

崎
さ
ん
（
東
京
自
治
体
合
同
）
が

就
任
し
ま
し
た
。

　

25
万
自
治
退
建
設
へ
向
け
て
、

清
掃
退
職
者
会
と
し
て
も
最
大
限

努
力
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

を
強
く
し
た
総
会
で
し
た
。
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■３つの補償
①傷害事故

日常生活における偶然な外来事故でケガをした場合

②賠償事故
日常生活における法律上の賠償事故

③携行品損害
被保険者の居住する住宅外での携行品の突発的事故に
よる損害（海外も対象）

安心総合共済
年間加入の申込は１月末日まで

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
、
自
治
体

退
職
者
会
が
取
り
扱
う
会
員
向
け

の
損
害
保
険
で
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
の
補
償
対
象

は
、
①
交
通
事
故
を
含
む
ケ
ガ
を

さ
れ
た
と
き
な
ど
の「
傷
害
事
故
」、

②
他
の
方
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
り
、

器
物
を
損
傷
し
た
と
き
な
ど
の
法

律
上
の
「
賠
償
事
故
」、③
外
出
（
日

本
国
内
・
外
）
時
に
お
け
る
身
の

回
り
品
の
損
害
等
の
「
携
行
品
損

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
、
団
体
割

引
で
最
高
レ
ベ
ル
の
３
割
引
き
が

適
用
さ
れ
て
お
り
、
会
員
の
年
齢

構
成
を
考
慮
す
れ
ば
、
掛
金
も
安

く
、
加
入
に
あ
た
り
年
齢
制
限
が

な
く
、
医
師
の
審
査
も
不
要
な
こ

と
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

加
入
し
て
い
る
会
員
か
ら
、「
保

険
の
適
用
を
受
け
ら
れ
大
変
あ
り

が
た
か
っ
た
」と
の
報
告
も
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

害
」
で
、
旅
行
保
険
や
ゴ

ル
フ
保
険
の
要
素
も
併
せ

持
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
規
加
入
は
９

月
末
ま
で
の
中
途
加
入

も
可
能
で
す
の
で
、
他

の
保
険
か
ら
切
換
え
る

場
合
も
安
心
で
す
。

　

加
入
方
法
は
、
専
用

の
「
払
込
票
」
を
郵
便

局
で
提
出
し
、
現
金
を

支
払
う
だ
け
で
す
。

　

こ
の
際
、
加
入
に
つ

い
て
是
非
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

12
月
に
お
配
り
し
た

「
安
心
総

合
共
済
」

の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ

さ
い
。
問

合
せ
は
清

掃
退
職
者

会
へ
。東京清掃退職者会

「新春の集い」

●１月 21 日（月）
　　　12 時 45 分開会
●小石川後楽園涵徳亭
● 3,000 円会費

落語を楽しむ会

●２月５日（火）
　　　13 時開演
●国立演芸場
● 1,000 円会費
　65 歳未満は 1,500 円
※まだ席に余裕があります。

■掛金と保険金額
契約タイプ Ａタイプ（本人のみ） Ｂタイプ（夫婦型）

傷害天災補償 なし 付き なし 付き

傷
害
事
故

本
人

死　　亡 250 万円
入院保険金日額 3,500 円 4,000 円 3,500 円 4,000 円
手術保険金 ＊種類に応じ入院保険金日額の 10・20・40 倍
通院保険金日額 2,000 円 2,500 円 2,000 円 2,500 円

配
偶
者

死　　亡 250 万円
入院保険金日額 3,500 円 4,000 円
手術保険金 ＊本人と同じ
通院保険金日額 2,000 円 2,500 円

賠償事故 １億円
携行品損害 50 万円（免責１事故ににつき 5,000 円）

年間掛金（一括払い） 14,900 円 17,980 円 26,300 円 32,520 円
ホールインワン・
アルバトロス費用 20 万円

年間掛金（一括払い） 2,160 円プラス 3,210 円プラス


